
<ﾄﾏﾄ>　育苗期の伸長抑制
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

スミセブンＰ液剤 定植前子葉展開期～本
葉2葉期

1回 茎葉散布

<ﾄﾏﾄ>　空どう果防止

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
ジベレリン液剤 開花時 1花房あたり1回 花房散布(ﾄﾏﾄ落果防止

剤と併用)

<ﾄﾏﾄ>　着果促進､果実の肥大促進､熟期の促進

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
トマトトーン 開花前3日～開花後3日

位(1花房で3～5花位開花
した時期)

1花房あたり1回 散布

トマトトーン 開花前3日～開花後3日
位(1花房で3～5花位開花
した時期)

1花房あたり1回 散布

<ﾄﾏﾄ(生食用)>　熟期促進
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

エスレル１０ 各果房毎の白熟期 1果房につき1回 果房散布

<ﾐﾆﾄﾏﾄ>　熟期促進
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

エスレル１０ 各果房毎の白熟期 1果房につき1回 果房散布

<ﾐﾆﾄﾏﾄ>　着果促進､果実の肥大促進､熟期の促進

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
トマトトーン 開花前3日～開花後3日

位
1花につき1回 散布

トマトトーン 開花前3日～開花後3日
位

1花につき1回 散布

1.ジベレリン液剤は着果促進剤と混用して使用する。本剤は着果促進剤を散布した後の使用では効果が若干劣る。

1.トマトトーンは、３～５花が開花した頃(開花盛期）に、１花房当り約１ﾐﾘﾘｯﾄﾙを午後の温度下降時に散布する。  ただ
し同一花房への２度散布や蕾への散布はしない。処理濃度が時期により異なるため注意する。

1.トマトトーンは、午後の温度下降時に散布する。  ただし同一花房への２度散布や蕾への散布はしない。処理濃度が時期
により異なるため注意する。


